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前号では入所施設におられる成人男性 Aさんの認知のゆがみについてお伝えしました。Ａさんはすぐに以

下のような言動をとります。なぜでしょう。自己肯定感の低下を反射的に防ごう(抑止)としているのです。 
※Aさんはいくつかの事例を掛け合わせて想定した人物です。 

過剰補償           自己憐憫          自己蔑視 

   

 

 

 

 
 

認知は人それぞれ・・・                    あなたはどっち？ 

   

 

 

 

 

 
 

このように認知（とらえ方）は人それぞれ違います。「そんなとらえ方はやめようよ」と言われてもすぐに変え

られるものではありません。なぜなら･･･ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Aさんの認知を直そうとすると、Aさんは自己を全否定されたと思ってしまうでしょう。続きます。 

後出しでいいにも関わらず、無意識に勝つ方を出してし

まう。それは本来のじゃんけんのルールが染みついている

からです。 

だから左のように「反抗的な性格なんですか？」と責め

られると困りますよね。 
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